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栄養科主任  田島 靖子 

 

あおば 2 月号  

 年が明けもう 2月、まさに受験シーズンですね。我が家にも初の受験生を迎えました。

本人に自覚があるのかは？？？ですが、「桜咲く」のか「桜散る」のか気になります。「桜

散る」と言っても、そもそも桜も咲いていないのに何故散るのか？どうでも良い事のよ

うですが、我が家にとっては重大問題！どうして合格を「桜咲く」と表現するのか調べ

てみました。 

合格したら「桜咲く」、不合格だったら「桜散る」。合格を表すために「桜咲く」と表

現され始めたのは 1950年代。当時はインターネットもなくホームページで合格発表なん

て事はなく、発表を見るためだけに地方から東京まで来なければならなかったそう。手

紙では結果の通知まで時間がかかってしまうため、早稲田大学が電報での合否通知を始

めたそうです。その時合格電報で使われたのが「サクラサク」。不合格の場合は「サクラ

チル」あるいは「イナホチル」だったそうです。その後、他の大学も様々な表現の合格

電報を始めました。因みに東京大学の不合格通知は「ウメノハナチル（梅の花散る）」だ

ったとか。他にもお茶の水女子大の合格通知は「オチャカオル（お茶香る）」、不合格通

知は「コノメドキマテ（木の芽時待て）」、静岡大学の合格通知は「フジサンチョウセイ

フクス（富士山頂征服す）」、不合格通知は「スルガワンイマダナミタカシ（駿河湾未だ

波高し）」、山形大学の合格通知は「ジュヒョウカガヤク（樹氷輝く）」、不合格通知は「ガ

ッサンシンドウツウコウドメ（月山新道通行止め）」などなど…。不合格通知にも優しさ

があり、面白い表現がいっぱいですね。 

皆様のもとにも桜の開花便りが届きますように（もちろん我が家にも！） 

 

サクラサク 桜咲く 

介護老人保健施設 デンマークイン若葉台 



令和 6 年 2 月号 特定医療法人社団研精会 介護老人保健施設 デンマークイン若葉台 発行責任者 広報委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の予定 

 3 日(土）   節分 

13 日（火）   誕生会 

今月は、昼食時に“にぎり寿司”を提供しました。 

皆様、久しぶりのお寿司に舌鼓をうち、おいしそう

に召し上がっていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           


